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関連資料 

■エシカル消費とは ～持続可能な社会のための新たなキーワード～ 

人・社会・地球環境・地域に思いやりのあるお金の使い方や生き方を意味します。 

  

 

 

 

 

 

■エシカル消費の具体例 

・買物をするときに、必要なものだけ買う、長く使える商品を選ぶ 

・買いすぎず、作りすぎず、おいしく食べきる（食品ロス削減） 

 ・人や環境に配慮した商品やリサイクル製品を購入する 

          〈エシカル消費の手がかりとなる認証ラベル例〉 
  

・被災地の生産物を選ぶ（応援消費） 

・障がい者が作った商品を選ぶ（障がい者の自立支援） 

・地域で生産された商品を選ぶ（地産地消） 

・寄附金付き商品を選ぶ（買物で社会貢献） 

 

 

 

■今、なぜ？エシカル消費が求められる背景 

 現在の大量生産・大量消費・大量廃棄の経済活動は、私たちに便利で快適な暮らし

を提供しましたが、その一方で、「貧困・環境・人権」に関する問題は、世界の緊急課

題となっています。 

〈児童労働〉チョコレート、コーヒー、紅茶、綿製品などの原料の生産にみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

エシカル（ethical）とは、「倫理的・道徳的」という英語を意味します。私たちは毎日いろいろ

な商品やサービスを選択・購入し、消費して生活をしています。日々の買物の中で、何かを選

択するとき、価格やデザイン、味や量以外に、商品がどのように作られたかなどの背景や生産

者の思い、環境や社会に及ぼす影響を考えて選択することを「エシカル消費」と言います。 

国際労働機関(ＩＬＯ)によると、全世界の児童労働者数は、

約１億５，２００万人と推計されています。これは世界の子

供人口(５歳～１７歳)のおよそ１０人に１人にあたります。

収入が少なく、生活が苦しいため、子供たちは学校へ行かず

に働かなければなりません。 

エシカル消費のポイントは、身近にできるところから、少しずつ取り組むことです。 

エコマーク 
環境への負荷が少なく、環

境保全に役立つと認められ

た商品につけられる 

ＭＳＣ認証マーク 
水産資源や海洋資源に配慮

した持続可能な漁業で獲ら

れた水産物につけられる 

ＦＳＣ認証マーク 
適切に管理された森林の木

材から作られた製品につけ

られる 

ＧＯＴＳ認証マーク 
原料から最終製品まで環境

に配慮し、社会的に責任あ

る製造方法で作られた商品

につけられる 

国際フェアトレード 
認証ラベル 
開発途上国の生産者・労働者の

生活改善と自立支援に向け、公

正な取引の規準を満たす商品に

つけられる 

グリーンマーク 
古紙を原料に規定の割合以上、

利用した製品につけられる 

〈カカオの実を拾う〉 〈カカオの実をナタで割り、 
〈果肉を取り出す〉 

写真提供/特定非営利活動法人 ACE
※特定非営利活動法人 ACE 

インドとガーナを中心に、世界中のすべての子供の
権利が守られ、希望を持って安心して暮らせる社会
の実現に向けて２０年来活動を続けている団体 
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〈気候変動〉地球温暖化が身近に迫っています。 

 

 

 

 

 

       

 今後、２１世紀中に、世界の平均気温は、最大４．８℃上昇、世界の平均海面水位は、

最大８２㎝上昇、世界の海氷の面積は、約４３％減少と予測されており、このことにより、

異常気象など大規模自然災害の発生頻度や規模が増大することが予想されます。 

■国際的な取組 

平成２７年９月、「国連持続可能な開発サ

ミット」において、「我々の世界を変革する：

持続可能な開発のための２０３０アジェン

ダ」が採択され、国際社会全体が、経済・社会・

環境の３つの側面から、世界の課題を解決し

ていくことを決意し「持続可能な開発目標」

(Sustainable Development Goals、以下「ＳＤ

Ｇｓ」)が定められました。 

■徳島県の取組紹介 

 ☆ コウノトリと育む持続可能な社会   ☆ エシカル消費で子育てを応援 

     ～NPO 法人 あわ・みらい創生社の取組～  

 

 

 

 

  

 

 

☆ 高校生によるエシカル消費の推進 

徳島県の公立高等学校では、平成２９年度から高校生が主体的に、エシカル消

費の普及・啓発に取り組んでいます。 

◎校内にエシカルクラブを結成    ◎次世代エシカルフェスを開催 
          
 

 

 

 

           

             

国際連合広報センターWeb サイトより 

コウノトリレンコン 

全国の高校８校による取組紹介やグループ
ワークにより交流を深めました。 

ヒマラヤでの氷河の後退 

地球温暖化の進行 

・1880-2012 年、気温 0.85℃上昇 

・1901-2010 年、海面水位 19 ㎝上昇 

・毎年 1 千～1 万種の種が絶滅 

鳴門市ではコウノトリ
の定着・繁殖に取り組
んでいます。 

「うちの子も よその子も

まちのたから」を合い言葉

に、市民がエシカルシール

付き商品を購入することで

子育てを支援する運動を行

っています。 

のぼりの作成や文化祭での普及・啓発をはじめ、地産
地消やエシカルファッションの研究、被災地支援、環
境保全活動などに取り組んでいます。 

ヒマラヤの氷河（1978.5.30） ヒマラヤの氷河（2008.10.7） 

写真提供/ 
名古屋大学環境

学研究科・雪氷圏
変動研究室 

 


